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関
平
鉱
泉
水

自
然
の
贈
り
物

『
関せ

き

平ひ
ら

鉱
泉
水
』は
霧
島
山
に
降
っ
た
雨
水
が
長
い
歳
月
を
か
け
て
ろ
過
さ
れ
、

土
壌
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
た
※

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
で
す
。

牧
園
町
の
郷
土
史
に
よ
る
と

天
保
３（
１
８
３
２
）年
、
同
町
の
山
あ
い
に
湧
き
出
た
温
泉
と
し
て
発
見
さ
れ
、

約
１
８
０
年
も
の
間
、
切
り
傷
や
湿
疹
、
胃
腸
な
ど
の

内
臓
器
官
の
障
害
に
良
い
と
し
て
入
浴
、
飲
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

実
は
、
そ
の
関
平
鉱
泉
水
に
す
ご
い
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

今
回
は
天
下
の
名
泉『
関
平
鉱
泉
水
』の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

※
同
じ
水
脈
か
ら
採
水
さ
れ
、
物
理
的
・
化
学
的
処
理
を
行
わ
ず
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
溶
け
込
ん
だ
地
下
水
。

体
の
中
と
外
か
ら
美
し
く
健
康
に

関平鉱泉の誕生秘話
　天保３（１８３２）年、牧園町の原田丑

うし

太
た

郎
ろう

という武士が夢の中で「ここを流れる川をさかのぼれば必ず温泉が湧き出るところがある。この温泉を用
いるとさまざまな病に効果がある」と神のお告げを受けました。
　原田丑太郎はお告げ通り、川をさかのぼること７日目、巨大な岩石の上から湧き出る温泉を発見。苦難の末、温泉場を開きました。
　その後、「飲んでよし、入ってよし」の温泉の効能が知れ渡るようになり、けがや皮膚病に悩む人が大勢訪れ、天下の名泉といわれるようになりました。
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T O P I C

I N T E RV I E W

関
平
鉱
泉
水
に

隠
さ
れ
た
秘
密

関
平
鉱
泉
水
は
化
粧
水
な
ど
の

ス
キ
ン
ケ
ア
商
品
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

関
平
鉱
泉
水
の
ど
の
よ
う
な
性
質
が

肌
に
良
い
と
認
め
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
探
り
ま
す
。

関平鉱泉水に保湿成分を配合。
敏感な肌を優しく潤す
ミストタイプの化粧水。

メイクの上からも使えます。

関平鉱泉水をベースに
植物エキスを溶け込ませ、
新鮮なままボトルに詰めた
ミストタイプの化粧水です。

関平鉱泉水が使われているスキンケア商品当社では植物や天然の成分に着目し、女性
の肌に優しいスキンケア化粧品「草花木果」を販
売しています。化粧水をはじめとしたスキンケア
全商品に関平鉱泉水を使っています。中でも関
平鉱泉水を豊富に使用した「湧泉の霧」は代表
的な商品です。
関平鉱泉水を使うようになった理由は、古く

から湯治場や飲用としてたくさんの人に利用され
てきたからです。肌に付けても大丈夫だと信頼
を寄せるきっかけになりました。
商品を継続してお客さまに提供しなければい

けないので、約180年前から途切れることなく
湧き出ている関平鉱泉水は、安定的に原料を
供給できる点で大きなポイントになりました。
最も重要視しているのが肌への安全性です。

直接肌に付けるため、原料に不純物がないか、
肌に負担がかからないかなどを分析しています。
その上で肌に優しく安全だと自信がある原料を
使用しています。
当社の分析調査から関平鉱泉水はミネラル

が理想的なバランスで含まれ、保湿や皮膚の
炎症を抑え、肌をより良い状態に導いてくれるこ
とが分かりました。
愛用者からは「乾燥が気になっていたが、しっ

とりになった」「肌に浸透する感じが癖になる」な
どのうれしい声も届いています。

大
手
化
粧
品
会
社
の
ス
キ
ン
ケ
ア
商
品
に

使
用
さ
れ
て
い
る
関
平
鉱
泉
水
。
そ
こ
に
は

ど
の
よ
う
な
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

九
州
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
皮
膚
科

学
・
教
授
の
古
江
増
隆
さ
ん（
61
）に
話
を
聞

き
ま
し
た
。

肌
と
関
平
鉱
泉
水

薄
さ
０
・
02
㍉
の
皮
膚
の
表
面
（
角
質
層
）

は
肌
の
乾
燥
を
防
い
だ
り
、
ウ
イ
ル
ス
や
化

学
物
質
な
ど
が
肌
へ
侵
入
す
る
こ
と
を
防
い

だ
り
す
る
な
ど
、
重
要
な
バ
リ
ア
機
能
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
バ
リ
ア
機
能
が
低
下
す
る

と
、
肌
荒
れ
や
湿
疹
な
ど
の
皮
膚
疾
患
を
発

症
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

温
泉
水
に
は
含
有
量
の
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
に
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ

ム
、
鉄
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
が
あ
り
、
骨
な

ど
体
の
組
織
を
構
成
し
た
り
、
体
の
調
子
を

整
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
角
質
層
の
水
分
維

持
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

関
平
鉱
泉
水
と
ほ
か
の
水
と
の
違
い
は
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
カ
ル
シ
ウ
ム
（
※

モ
ル
濃

度
）
の
比
率
が
１
対
１
の
割
合
で
含
有
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
温
泉
療
養
の
先
進
国

で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
で
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

な
ど
の
治
療
に
使
わ
れ
る
温
泉
水
と
同
じ
割

合
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
関
平
鉱
泉
水
は
皮

膚
の
バ
リ
ア
機
能
を
回
復
す
る
働
き
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
手
化
粧
品
会
社
の
研
究
で
も
、
関
平
鉱

泉
水
を
使
う
と
皮
膚
の
炎
症
が
抑
え
ら
れ
、

回
復
を
促
す
作
用
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
肌
に
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
を

張
り
付
け
て
剥
が
す
作
業
を
10
回
ほ
ど
繰
り

返
し
、
角
質
層
を
壊
し
て
バ
リ
ア
障
害
を
発

生
さ
せ
ま
し
た
。
時
間
が
た
つ
と
バ
リ
ア
機

能
は
回
復
し
ま
す
が
、
関
平
鉱
泉
水
を
塗
っ

た
場
合
、
バ
リ
ア
機
能
の
回
復
に
か
か
る
時

間
が
早
ま
り
ま
し
た
。

肌
荒
れ
な
ど
皮
膚
の
炎
症
の
原
因
は
、
生

活
習
慣
や
ス
ト
レ
ス
、
食
事
、
外
的
要
因
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
炎
症
の
原
因
を
し
っ
か

り
と
ケ
ア
し
な
が
ら
、
関
平
鉱
泉
水
を
治
癒

の
補
助
と
し
て
入
浴
し
た
り
、
塗
っ
た
り
す

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

先
人
た
ち
は
関
平
鉱
泉
水
を
山
深
い
源
泉

ま
で
汲
み
に
行
き
ま
し
た
。
皮
膚
に
い
い
と

代
々
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
も
、
そ
の
働

き
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

草
そうかもっか

花木果
湧泉の霧

ドゥーエ
保湿ミスト

牧園町出身。東京大学を卒業。平
成９年、九州大学皮膚科教授。九
州大学病院副院長、九州大学医学
研究院副研究院長などを兼任。現
在、九州大学病院油症ダイオキシ
ン研究診療センター長。医学博士。

九
州
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院

皮
膚
科
学  

教
授

古
江 

増
隆
さ
ん（
61
）

関平鉱泉の利用者

牧園町生まれの私は、子どもの頃からあせもやと
びひなど肌に異常があると両親に連れられ、関

平温泉によく行っていました。
19歳のときにアキレス腱を断裂し、手術の傷あとは
20㎝にも及びました。少しでも薄くしたいと毎日関平
温泉に通うと、一週間ほどたったころから傷あとが薄
くなり始め、関平温泉のすごさを実感しました。
現在、11か月になる息子のお尻拭きには関平鉱泉水

を使っています。生まれて１か月たった頃にお尻にあせ
もを発見しました。市販のお尻拭きシートを使ってみま
したが変わらなかったので、試しにコットンに関平鉱
泉水を含ませて使ってみると、あせもが数日で消えて
いくのが分かりました。それ以来、関平鉱泉水が手放
せません。

肌の回復を
すぐに実感

牧之瀬 志穂さん（34）

真
ま さ

翔
と

ちゃん（11か月）

牧園町在住

㈱
キ
ナ
リ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

八
木 

香
奈
枝
さ
ん

関
平
鉱
泉
水
に
は
、
肌
に
い
い
成
分
が
た
く
さ
ん

※溶液１ℓに含まれる成分の体積

自然の贈り物 関平鉱泉水

免疫力を高める
関平鉱泉水

　平成14年、関平鉱泉水の働きについて、旧牧園町と
鹿児島大学が共同研究を行いました。成人男女24人
に関平鉱泉水を毎日１ℓ飲んでもらった結果、免疫力
を高めるナチュラルキラー細胞の活性度が２か月後に
18％上昇しました。
　マウスを使った実験では、がん細胞を注入したマウ
スに関平鉱泉水と普通の水を35日間与えると、関平鉱
泉水を飲んだマウスはがん細胞の増殖を抑えられる結
果が出ました。

販売元：㈱資生堂

購入方法：２ｅを取り扱う保険薬局、クリニック
取り扱い先はこちら

販売元：㈱キナリ

購入方法：通信販売
取り扱い先はこちら そうかもっか 検索 ２ｅ　取扱 検索
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箱詰めされた鉱泉水を下ろす様子など、製造
工程の一部を見学できる

■宅配料金（消費税込み／上のどれでも同じ料金です）

※送料は注文個数分必要です。

※ 2ℓ、500㎖はペットボトル。
※10ℓ、20ℓはバックインボックス（箱にコックが付いたタイプ）。

鹿児島県内 360円 関西 720円
鹿児島県内（離島） 521円 関東・北陸・中部・信越 780円
九州 521円 東北 1,030円
中国 570円 北海道 1,200円
四国 620円 沖縄 1,180円

至隼人

至国分

至都城市

至湧水町 至えびの市九
州
自
動
車
道

丸尾
交差点

霧島高原乗馬クラブ

霧島温泉市場

みやまコンセール

まほろばの里

牧園総合支所
霧島総合支所

霧島神宮

横川 IC

溝辺鹿児島空港 IC

223

60

50

関平鉱泉所

関平鉱泉所での販売料金（消費税込み）

20ℓ	 1,000円	 ２ℓ（6本入）	 1,380円
10ℓ	 600円	 ２ℓ（10本入）	 2,300円
10ℓ（2箱入）	 1,200円	 500㎖（12本入）	 1,320円
2ℓ（4本入）	 920円	 500㎖（24本入）	 2,640円

関平鉱泉水に
は

ミネラルが豊
富に含まれ、

日本では珍し
い

中硬水に分類
されます。

◦�宅配無料サービスと
　安否確認サービス

市内在住で全世帯員が65歳以上、また
は体が不自由などの理由で関平鉱泉水の購
入が困難な人は、事前に電話かファクスで
登録すれば送料無料で職員が届けます。配
達時には安否確認や声掛けも行います。

◦オリジナルラベルの
　関平鉱泉水を贈りませんか。

ペットボトル（500㎖）のラベルに
好きな言葉やデザインを入れられ
ます。価格は変わりません。注文は
１〜 300本まで。日ごろの感謝を
込めて贈ってみませんか。

い
つ
も
の
生
活
に

関
平
鉱
泉
水
を

新
工
場
が
完
成
し
、

４
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
関
平
鉱
泉
所
。

全
国
で
唯
一
、
自
治
体
が
運
営
す
る

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
製
造
工
場
で
す
。

関
平
鉱
泉
水
の
今
後
の
展
望
な
ど
を

所
長
の
武
田
繁
博
さ
ん（
57
）に
聞
き
ま
し
た
。

一
日
約
45
㌧
の
湧
出
量
を
誇
る
関
平
鉱
泉

水
は
、
関
東
や
関
西
、
遠
く
は
北
海
道
か
ら

も
注
文
が
あ
り
全
国
で
飲
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
関
平
鉱
泉
水
を
製
造
・
販
売
す
る
新

工
場
が
完
成
し
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

に
よ
り
以
前
と
比
べ
て
生
産
能
力
が
１
・
５

倍
に
上
昇
し
ま
し
た
。
製
造
工
程
の
一
部
も

見
学
で
き
、
効
率
的
な
工
程
を
見
ら
れ
ま
す
。

す
ぐ
隣
に
は
牧
園
町
特
産
品
販
売
所
と
牧

園
町
福
祉
特
産
品
販
売
所
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
買
い
物
も
楽
し
め
ま
す
。

武
田
さ
ん
は
「
霧
島
山
の
山
あ
い
か
ら
湧

き
出
る
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
関
平
鉱
泉
水

は
、
ま
さ
に
自
然
の
恵
み
そ
の
も
の
。
成
分

は
そ
の
ま
ま
に
高
熱
処
理
や
ろ
過
作
業
な
ど

を
徹
底
的
に
行
い
、
安
心
安
全
な
品
質
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
所
し
て
製
造
ラ
イ

ン
を
見
学
し
た
り
、
歴
史
に
触
れ
た
り
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

関
平
鉱
泉
所
で
は
、
所
員
が
車
に
直
接
関

平
鉱
泉
水
を
積
み
込
む
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で

販
売
。
市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
物
産
館
な
ど
で

も
購
入
で
き
ま
す
。
遠
く
に
住
む
親
戚
や
知

人
に
も
関
平
鉱
泉
水
を
届
け
た
い
と
い
う
希

望
も
多
く
、
宅
配
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い

ま
す
。

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
に
好
き
な
言

葉
や
デ
ザ
イ
ン
を
入
れ
ら
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

ラ
ベ
ル
の
作
成
も
始
め
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の

感
謝
と
共
に
贈
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
」
と
勧
め
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
関
平
鉱
泉
水

「
全
国
的
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
銘

柄
は
多
く
飽
和
状
態
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
、

若
い
世
代
に
も
関
平
鉱
泉
水
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
武
田
さ
ん
。

関
平
鉱
泉
水
を
さ
ら
に
広
め
よ
う
と
、
今

年
５
月
か
ら
は
美
容
や
健
康
志
向
が
高
い
女

性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
東
京
大
手
町
の
飲
食

店
で
関
平
鉱
泉
水
を
試
供
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
ア
メ
リ
カ
や
中
国
な
ど
海
外
へ
の

販
売
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。「
海
外
で

水
道
水
を
飲
め
る
国
は
少
な
く
、
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
オ
ー
タ
ー
の
需
要
は
高
い
。
安
心
安
全
な

霧
島
市
の
関
平
鉱
泉
水
を
知
っ
て
も
ら
い
、

世
界
中
の
人
に
も
飲
ん
で
ほ
し
い
」
と
力
を

込
め
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
飲
用
を
勧
め
る
武
田
さ
ん

は
「
関
平
鉱
泉
水
は
中
硬
水
な
の
で
、
硬
水

と
比
べ
て
口
当
た
り
も
柔
ら
か
く
適
度
に
ミ

ネ
ラ
ル
の
補
給
が
で
き
ま
す
。
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
、
焼
酎
の
味
を
ま
ろ
や
か
に
し
た
い
と

き
は
関
平
鉱
泉
水
」
と
楽
し
み
方
を
紹
介
し

ま
す
。

あ
な
た
は
普
段
、
ど
ん
な
水
を
飲
ん
で
い

ま
す
か
。
成
人
の
体
は
60
％
が
水
分
で
で
き

て
い
て
、
水
の
補
給
は
生
命
の
維
持
に
必
要

不
可
欠
で
す
。

関
平
鉱
泉
水
は
肌
に
優
し
く
、
体
内
に
必

要
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
飲
む
水
の
一
つ
に
関
平
鉱
泉
水
を
加

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦市内の取り扱い施設
① 関平鉱泉所…ドライブスルーで関平鉱泉所員が直接車に積み

込みます。
②  物産館…じょうもん市場（国分）、溝辺物産館よこでーろ、横

川物産館よいやんせ、福山ふくふくふれあい館
③ スーパー…市内のＡコープ（一部店舗は対象外）や山形屋スト

アー、コープ生協など

◦注文方法
電話か市ホームページの注文フォームからの

申し込み。
注文フォームはこちらから→

※�今年秋ごろにクレジットカードでの支払いが可能にな
る予定。

〒899-6602 霧島市牧園町三体堂2057-8  ☎0995（78）2355 ℻0995（78）2036
【営業時間】午前８時30分～午後６時（10 ～ 3月は午後５時） 【定休日】第１・第３火曜

関平鉱泉水が誕生するまでの歴史を紹介す
るフロア

新しく完成した関平鉱泉所（右）と特産品販売所（正面奥）新鮮な野菜や惣菜などを販売している特産品
販売所

ラ
ベ
ル
に
好
き
な
言
葉
や

デ
ザ
イ
ン
を
入
れ
ら
れ
る

関平鉱泉所所長

武田 繁博さん（57）

自然の贈り物 関平鉱泉水
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CO
RE

・YO
KA

住民基本台帳関係 住民票（全員・個人）、市民カードの交付・再交付

戸籍関係 全部事項証明（戸籍謄本）　※現在戸籍のみ
個人事項証明（戸籍抄本）　※現在戸籍のみ

印鑑登録関係
印鑑証明
印鑑登録申請　※本人申請のみ
登録証再交付　※本人申請のみ

税証明関係

市県民税
所得証明
課税証明
所得課税証明（個人・世帯）

納税証明
市県民税
軽自動車税（車検用）
国保税など（確定申告用）

パスポートの申請 平日(月〜金曜) 午前10時〜午後４時30分(祝日・振
替休日・年末年始は除く)

パスポートの交付 毎日（年末年始を除く）午前10時〜午後７時

◦証明書などの発行業務 P

◦パスポート窓口業務

◦税金などの収納業務 P
市県民税、軽自動車税、固定資産税・都市計画税、国民健康保険税、介護保険料、

後期高齢者医療保険料、保育料（保育所負担金）、市営住宅使用料、公共下水道受益
者負担金、公立幼稚園保育料、交通災害共済掛金�、市奨学金
※納付書を持参した場合のみお支払いいただけます。納付書の再発行はできません。

◦ひとり親家庭医療費助成申請書受け付け業務 P
◦年金窓口業務 P
◦�20歳到達、第2号被保険者でなくなったとき、種別変更（3号→1号）、付加保険料

の手続き、口座振替用紙の配布など資格取得届
◦�保険料の一般免除、学生納付特例制度の申請受け付け
※裁定請求に関することや年金相談などの業務は行っていません。
◦市の情報誌・観光パンフレットの設置

◦ 開所日時＝毎日（年末年始を除く）午前10時〜午後7時
◦施設＝会議室(大・中・小)※使用料などは市ホームページをご覧ください。
問＝市施設管理公社  ☎（48）9350

市民サービスセンター

コア・よか

土日も、
午後5時以降も
使える!

こあ～よか♪

住民票などを取ろうと思っても、
「平日に仕事を休めない」などの理由
で不便を感じたことがありませんか。

そんな皆さんの味方が、国分市街
地のパークプラザ内にある市民サー
ビスセンター『コア・よか』。７月６
日で開所10周年を迎えます。

コ ア・よかは住民票などの証明発行や税納付などが
できる施設として、平成19年に開所しました。職

員を「店長」として配置し、市役所窓口が閉まる午後５時
以降や土日・祝日も利用できることが特徴です。同時に
福祉サービスの相談などができる地域包括支援センター
もオープンし、翌年からはパスポート発行業務を県内の
自治体でいち早く導入しました。平成22年からは子ど
もの一時預かりなどができるキッズパークもでき、子ど
もからお年寄りまで多くの人に利用されています。

買い物ついでに、ちょっと立ち寄れる便利な施設。こ
れからもぜひご利用ください。

市民サービスセンター窓口

会議室
地域包括支援
センター

◦市役所窓口が閉まった後や休日に証明などを取得できます。
◦パスポートの申請・受け取りができます。
●開所日時＝毎日（年末年始を除く）午前 10 時〜午後 7 時
●取り扱い業務

問＝市民サービスセンター  ☎（46）1337

●子育て一時預かり P
予約した人を優先して、有料で1歳〜小学3年ま

での子どもを預かります。
◦ 開所日時＝毎日（年末年始を除く）午前10時〜午

後9時(受付＝午後7時まで)

●ふれあい広場（無料開放）
未就学児と保護者で安全な遊具、おもちゃで遊

べます。子育てサロンなどもあります。
◦ 開所日時＝毎日（年末年始を除く）午前10時〜午

後5時
●ファミリーサポートセンター霧島 P

育児を援助してほしい人と援助したい人を結び
ます。事前に登録が必要で、援助を受ける際は有
料です。
◦ 開所日時＝毎日（年末年始を除く）午前10時〜午

後５時
問＝キッズパークきりしま  ☎（48）6886

◦ 開所日時＝月曜〜金曜／午前８時15分〜午後７
時、土曜／午前10時〜午後５時（日曜・祝日・年
末年始は休み）

●サービス内容（相談は無料） P
◦介護予防・介護ケアマネジメントの相談
◦成年後見制度や虐待防止などの権利擁護相談
◦健康・福祉・医療などの総合相談
◦認知症に関する相談
◦ケアマネジャーの困難事例などへの支援
問＝地域包括支援センター  ☎（48）7979

駐車場は隣のパークプラザ駐車場に250台確保。Pマー
クのサービスを利用した人は駐車料金が２時間無料。

手続きスムーズ、
パスポートが身近に

海外旅行が大好きで、パスポートは必需品。10

年ぶりの更新に、市民サービスセンターを訪れまし

た。手続きに必要な戸籍抄本もスムーズに取れ、職

員の対応もとても親切。前回の更新は鹿児島市だっ

たので、だいぶ楽に感じました。駐車場も隣で便利

ですね。仕事後でも証明書が取れるし、駐車場も無

料になるので、ついでに買い物などもできます。ま

だ利用したことがない人は、ぜひ一度利用してみて

ください。

有
岡 

由
香
さ
ん

隼
人
町
在
住

パスポートを取って、
お得に海外に行こう！！

鹿児島空港発着のソウル（週３便）、上海

（週２便）、台北（週５便）、香港（週10便）

の国際定期路線を利用する人に、渡航費用

の一部を助成します。

◦�対象＝目的が研修・視察・国際交流の場合、６

人以上の団体・グループ。目的が展示会・商談

会への参加の場合、1人から。

問＝鹿児島空港国際化促進協議会（県交通政策課内）

☎099（286）2457

笑顔で
お待ちして
ま～す♪

♪
その4

♪
その1

♪
その2

キッズパーク
きりしま

♪
その3

国分駅

霧島市役所

山形屋
タイヨー
国分店霧島警察署

2階

2階

1階 2階

コア・よか

鹿児島県　国際線
検索

国分郵便局

c
i

v
i

c
 

n
e

w
s

CIVIC NEWS

コア・よかで
受けられる
サービス

便利ですよ♪
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褒めて伸ばすを合言葉に始まった
「キリシマイスター」。

霧島市を大好きな人たち
「キリシマイスター」が認定する、

まちの魅力を紹介します。

福山町漁協が３年前から福
山港沖で養殖してきた岩ガキ
が６月９日に水揚げされ、身
が詰まった200ｇ以上の約300
個を収穫。中には400gを超え
るものもあり、11日にはきり
しま国分山形屋前で「霧島い
わがき」として販売されました。
鹿児島湾奥の漁協で販売にこ
ぎつけたのは初めて。生産者代表の松下守さん（71）は「霧島の
新たな特産品になるよう軌道に乗せたい」と意気込みました。

福山町産
岩ガキを初出荷

市が進めるシティ
プロモーション活動

「キリシマイスター
認定制度」の出前授
業が５月17日、陵南
小学校であり６年生
51人が参加しまし
た。市職員が霧島市

の「日本一」や「唯一」など、自慢したい情報を紹介。それを基に、
今後児童たちは手作り観光パンフレットを作成し、10月に修学
旅行先の熊本市内で配布します。

霧島の個性豊かな
職人を知ってもら
い、霧島を楽しんで
もらう初の試み「霧
島ガーデンプレイ
ス」が５月21日、隼
人塚史跡公園であ
りました。市内を中

心とした衣服・雑貨店、飲食店など40店舗が出店。たくさ
んの来場者でにぎわい、それぞれ自分好みの雑貨や生活用
品を見つけて職人との交流を楽しみました。

霧島市の魅力をＰＲする霧島ふるさと大使の選考会が５
月20日に国分公民館であり、（写真左から）本村希代香さん

（24）、町田美穂子さん（23）、赤塚三穂さん（27）が選ばれ
ました。３人は「霧
島 の 歴 史 な ど を
もっと学んで、ま
だ知られていない
霧 島 の 魅 力 を 県
内外、海外にまで
PRしていきたい」
と話しました。

まちを自慢する手法を学ぶ

衣・食・住の職人が集結 第10代ふるさと大使が決定

The Kirishi ma Times
きりしまタイムズ

「よこがわうえむら泥んこバレー大会」が５月21日、横川町
植村地区の田んぼでありました。市商工会青年部横川支部が昨
年に続き２回目の実施。市内の事業所や団体など男女混合10
チームが参加しま
した。介護施設勤
務の吉永雅

まさ

仁
ひと

さん
（37）は「泥に触る
ことがないので新
鮮な体験。職場の
交流も深まった」
と喜びました。

泥んこバレーで交流深めるみんなが
褒め合うまちへ

キ
リ
シ
マ
イ
ス
タ
ー

堀
切 

千
草
さ
ん（
隼
人
）

とても気さくですてきなご夫婦の経営す
る美容室。時間を忘れさせてくれる二人の
会話やお店の雰囲気に心が和みます。

私は
美容室ＨＡＮＡＢｉを
なごみマイスターに

認定します。

◎美容室ＨＡＮＡＢⅰ
頭皮ケアと整体もできるので髪も体もスッ
キリ。キッズスペースもあり、子ども連れ
でも安心してお越しいただけます。

なごみ星７つの

キリシマイスター http://www.kirishimeister.com

キリシマイスター制度の問い合わせは、
霧島PR課（☎64-0705）まで。

キリシマイスター 検索

今月の

Monthly Review

広報きりしま  10

豊作を願う御田植祭が６月４日に鹿児島神宮で、６
月10日に霧島神宮でそれぞれ行われました。

約450年前から行われている鹿児島神宮では、田の
神に扮

ふん

し仮面を付けた農家が米作りの大切さをうたい
ながら、舞を披露しました。その後、鹿児島神宮と古
くからゆかりのある加治木町木田集落の人々が田植歌

を歌う中、霧島市と姶良市から参加した約50人の早
さ

乙
お と こ

男・早
さ

乙
おと

女
め

が苗を植えました。
溝辺町から参加した今吉美

み

優
ゆ

さん（18）は「田植えは
初体験で思っていたよりも疲れました。田んぼの中は
ぬるぬるして冷たかったけど楽しめました。豊作にな
るようにと願いを込めました」と笑顔で話しました。

豊作願い、各地で御田植祭

Others Topics
このページ以外の新しい
記事は、市ホームページ
の「まちの話題」でご覧
いただけます。

A L L � K I R I S H I M A
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高
校
総
体
で
日
本
一
に
な
り
た
い
で

す
」。
真
っ
す
ぐ
な
ま
な
ざ
し
で

堂
々
と
話
す
の
は
国
分
中
央
高
校
２
年
の
満

永
光こ

う

貴き

さ
ん（
17
）。
陸
上
部
に
所
属
す
る
走

り
幅
跳
び
と
三
段
跳
び
の
選
手
で
す
。

走
り
幅
跳
び
で
は
、
昨
年
の
国
体
県
予
選

会
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
で
優
勝
。
高
校
に
入
学
し

て
か
ら
本
格
的
に
始
め
た
三
段
跳
び
で
も
、

県
新
人
戦
で
２
位
に
な
り
九
州
大
会
に
出
場

す
る
な
ど
、
め
き
め
き
と
力
を
つ
け
て
い
ま

す
。陸

上
を
始
め
た
の
は
小
学
３
年
の
と
き
、

友
達
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

中
学
２
年
の
途
中
ま
で
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

な
ど
短
距
離
走
が
専
門
。
記
録
が
伸
び
ず
に

悩
ん
で
い
た
と
き
、
少
し
気
分
を
変
え
て
み

よ
う
と
挑
戦
し
た
の
が
跳
躍
競
技
で
し
た
。

「
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
短
距
離
走
と
違

い
、
跳
躍
競
技
は
自
分
の
持
ち
時
間
が
あ
り

ま
す
。
１
分
間
、
呼
吸
を
整
え
た
り
、
動
き

の
確
認
を
し
た
り
し
て
自
分
の
好
き
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
。
そ
こ
が
自
分

に
合
っ
て
い
ま
し
た
。
よ
り
遠
く
に
跳
べ
た

と
き
は
最
高
に
気
持
ち
い
い
」

３
月
に
は
練
習
中
、
着
地
に
失
敗
し
、
足

首
を
け
が
し
て
約
１
か
月
間
、
練
習
が
で
き

な
い
状
態
に
。
原
因
は
空
中
で
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
た
こ
と
で
し
た
。「
焦
り
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
落
ち
込
ん
で
い
て
も
し
ょ
う
が

な
い
。
今
の
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
や
る
だ

け
」
と
、
す
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
ま
す
。

よ
り
安
定
し
た
フ
ォ
ー
ム
で
跳
ぶ
た
め
に
、

け
が
を
し
て
い
る
間
、
毎
日
体
幹
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
背
筋
、
腹
筋
な
ど
を
数
百
回
行
い
徹

底
的
に
鍛
え
上
げ
ま
し
た
。

夢
は
、
来
年
の
高
校
総
体
の
走
り
幅
跳
び

と
三
段
跳
び
の
両
方
で
日
本
一
に
な
る
こ
と
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
大
好
き
で
、
自
分

が
勝
つ
ま
で
何
度
も
勝
負
を
挑
む
負
け
ず
嫌

い
。
持
ち
前
の
負
け
ん
気
の
強
さ
で
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
28
年 

い
わ
て
国
体

少
年
Ｂ
走
り
幅
跳
び
鹿
児
島
県
代
表

夢のカタチ �
未来の夢を追う子どもたちの今を描きます

誰
よ
り
も
遠
く
へ

このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。

国分中央高校２年 陸上部

満永 光
こ う

貴
き

さん（17）
家では海外選手の動画を見て
フォームを研究。力の源は母
が作るオムライス。

YELL

体を動かすのが大好きな息
子。けがをしたとき、落ち
込むことなく家で筋トレを
したり大会の動画を見たり
と、こつこつ努力している
姿に成長を感じました。こ
れからも家族みんなで応援
していきます。

父・進一さん（47）

エール
ダイナミックなフォームで跳躍する満永さん

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

皆
さんは「冷汁」を知っています
か。みそをといだ冷たいだし

汁を麦飯に掛けて食べる、宮崎県を代
表する郷土料理の一つです。
冷んやりとした椀

わん
を持つと、まず

香ってくるのがみそとだし、大葉の爽
やかな香り。一口運ぶとシャキッとし
たキュウリ、もっちりとした麦の食感
に思わず緩む頬。食欲が減退気味の夏
でも一息に “ずずっ”と平らげてしま
う、見た目も涼しげな一品です。
その冷汁を「昭和の食卓の風景だっ
た」と話すのは、国分敷根出身の谷口
美代子さん（80）です。
「米が貴重品だった戦中戦後、食料
を確保しようと国分平野一帯の農家の

多くが麦を植えていました。麦の収穫
と田植えの準備が重なる初夏は大忙し
に。簡単に作れ、早く食事を済ませる
ために食べられていたのが、貴重な米
が入らない『冷汁』でした。嫁ぎ先の
国分中央も同じ作り方だったので、み
んな食べていたのでは」と振り返りま
す。
当時、どの家庭も大家族で、「早く」

「空腹を満たす」ための料理だった冷汁。
谷口さんにとっては、７年前に他界し
た夫の盛

もり
二
じ
さんと二人でよく食べてい

た大切な思い出の味です。
「食が細かった夫も、週に２回は食
べるほどの大好物でした。暑い夏の昼、
台所のいつもの席で、子どもや孫の話

に目尻を下げながら食べたことが昨日
のことのよう」
忙しさのあまり、欠食や孤食が増え
る現代。夫婦の時間をかみしめるよう
に味わう谷口家の冷汁は、家族で食卓
を囲む幸せを教えてくれます。

ゆっくり味わいたい涼味「冷
ひ や

汁
じ る

」

〈材料〉（４人分）
麦飯（麦：米＝１：１）…2合、みそ
…大さじ1、冷やしただし汁…
1.5カップ、キュウリ…1/2本、玉
ネギ、大葉、ミョウガ、すりゴマ
適量

〈作り方〉
①�麦飯を炊く。（水量は米飯と同

じ）
②�すり鉢でみそをすり、だし汁

を少しずつ加えていく。
③�キュウリは輪切り、ほかの野

菜は千切りにする。
④�椀に麦飯を盛り、③を載せ、

②をたっぷり注ぐ。
⑤�ゴマを指で少しつぶしながら

掛ける。

FMきりしま
（周波数：76.9MHz）で、
この「思い出の味」を
鹿児島弁で紹介します。
◦ 放送日時＝７月13日（木）午後３時

30分〜、○再 ７月14日（金）午前10
時30分〜

◦ コーナー名＝「SHIKOと堀ちゃん
のかごっま弁で語いもんそぉ」

冷  汁

谷口 美代子さん（80）

国分中央

Recipe
レシピ
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ほ
う
ち
ょ
う
さ
ん

き
き
い
っ
ぱ
つ

で
き
る
こ
と
を

取
り
戻
す
魔
法
の
介
護

長谷工シニアホールディングス
にやりほっと探検隊　監修
その人らしい生活を取り戻す
認知症ケア「にやりほっと」。
実践を通して、多くの人に役立
つノウハウを紹介します。

上島 亜紀　著
野菜を使い切るおかずをはじ
め、野菜不足を解消できる作り
おきサラダ＆マリネ、スープ＆煮
込み料理を紹介します。

出町 譲　著
鹿屋市の柳谷地区は、地元で「や
ねだん」と呼ばれる人口300人の
限界集落。小さな集落を生まれ
変わらせたリーダー豊重哲郎さん
の20年間の軌跡をたどります。

みやにし たつや　作絵
台所の戸棚の中にいる、包丁な
どの道具たちは、カップ麺やレ
トルトカレーがやってきてからは
出番がなくなった。笑えるユー
モア食育絵本。

丸
ご
と
野
菜
の
使
い
切
り

作
り
お
き
レ
シ
ピ
２
２
０

日
本
へ
の
遺
言

新

紹

介

刊

イベント名 日　　時［対　象］ 場所/問い合わせ先
夏のおはなし会（ほるとの森） ７月22日（土）14：00 ～ 14：30 メディアセンター鑑賞室
小学生のための夜のおはなし会（りんごの木おはなし会） ８月 5日（土）19：00 ～ 20：00 国分公民館和室
幼児と小学生のためのおはなしの部屋（りんごの木） ８月 5日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館  ☎（64）0918赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや（りんごの木） ８月はお休みです。
ほるとの森おはなし会 ８月12日（土）14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
７月16日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
８月 3日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］ 隼人図書館  ☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） ８月はお休みです。
おはなしの時間（紙ふうせん） ７・８月はお休みです。 霧島図書室  ☎（57）0316
おはなし広場 ７月22日（土）10：00 ～ 11：00 福山図書室  ☎（56）2026

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

し
た
が
、
鹿
児
島
で
は
、
西
郷
や
私
学
校
の

幹
部
た
ち
が
動
揺
を
抑
え
大
事
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
私
学
校
学
生
ら
の
反
乱
を
恐
れ
て

い
た
明
治
政
府
は
鹿
児
島
に
あ
っ
た
武
器
や

弾
薬
を
大
阪
に
移
そ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
行

動
に
、
自
分
た
ち
の
武
器
が
政
府
に
盗
ら
れ

る
と
怒
っ
た
学
生
ら
は
鹿
児
島
市
の
草
牟
田

に
あ
っ
た
政
府
の
火
薬
庫
を
襲
撃
し
ま
し
た
。

襲
撃
当
時
、
西
郷
は
大
隅
半
島
の
根
占
で
狩

猟
を
し
て
お
り
、
そ
の
一
報
を
聞
い
た
西
郷

は
「
し
も
た
」
と
つ
ぶ
や
い
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
は
大
警
視
３※

川
路
利と

し

良よ
し

に
よ
る
私

学
校
の
潜
入
捜
査
が
発
覚
し
、
尋
問
で
潜
入

者
が
「
西
郷
暗
殺
」
の
密
命
を
受
け
て
い
た

こ
と
を
供
述
し
た
こ
と
か
ら
、
緊
張
は
一
挙

に
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
一
連
の
事
件
が
発
端
と
な
り
、
西
南

の
役
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
あ
え

て
西
郷
が
反
対
を
唱
え
な
か
っ
た
の
は
「
明

治
の
大
変
革
」
を
起
こ
し
た
責
任
者
の
一
人

と
し
て
、
最
後
の
け
じ
め
を
取
る
思
い
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
責
＝
鈴
）

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
大
変
革
が
あ
っ
て

も
、
諸
藩
か
ら
の
抵
抗
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
西
郷
が
持
つ

人
徳
や
彼
が
育
て
た
強
力
な
軍
隊
の
存
在
も

あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
か
ら
の
借
財
を

新
政
府
が
肩
代
わ
り
し
て
く
れ
る
こ
と
、
ま

た
藩
主
は
そ
の
身
分
と
生
活
が
十
分
保
障
さ

れ
る
こ
と
で
、
あ
え
て
異
議
を
唱
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
治
六（
一
八
七
三
）年
の
政
変

こ
れ
ま
で
の
説
で
は
「
西
郷
隆
盛
は
征
韓

論
に
敗
れ
辞
職
し
て
鹿
児
島
に
帰
っ
た
」
と

さ
れ
、
西
郷
は
征
韓
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
国
へ

の
武
力
行
使
を
主
張
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
史
料
や
書
簡
を
見
る
と
、
西
郷

は
強
硬
派
を
抑
え
、
自
ら
が
使
節
と
し
て
朝

鮮
国
に
赴
き
、
事
態
の
打
開
を
図
る
こ
と
を

主
張
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
第
一
次
長
州
征
伐
で
山
口
県
の

岩
国
に
乗
り
込
ん
だ
と
き
や
、
江
戸
城
無
血

開
城
の
際
に
幕
臣
・
勝
海
舟
と
談
判
す
る
な

ど
、
誠
意
を
尽
く
せ
ば
事
は
成
る
と
い
う
信

念
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
郷
を
特
使
と
し
て
朝
鮮
国
に
派
遣
す
る

こ
と
が
閣
議
決
定
し
、
天
皇
の
裁
可
も
得
ま

し
た
。
し
か
し
大
久
保
ら
に
よ
っ
て
無
期
延

期
と
な
っ
た
こ
と
で
、
政
府
の
要
職
を
辞
し

て
鹿
児
島
に
帰
り
ま
し
た
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
明
治
政
府
は
翌
年
の
明

治
七
（
一
八
七
四
）
年
五
月
に
は
台
湾
出
兵

に
踏
み
切
り
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
九

月
に
は
朝
鮮
国
で
２※

江
華
島
事
件
を
起
こ
し
、

武
力
に
よ
る
外
交
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
人
を
超
え
て

西
郷
は
鹿
児
島
で
温
泉
や
狩
猟
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
無
職
の
士
族
が

大
勢
お
り
、
そ
の
処
遇
に
心
を
痛
め
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
士
族
た
ち
を
指
導
・
統
率
す

る
た
め
私
学
校
を
設
立
し
ま
し
た
。
漢
学
や

洋
学
を
教
え
、
外
国
人
教
師
も
招
き
、
優
秀

な
学
生
は
西
欧
に
留
学
さ
せ
ま
し
た
。

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
廃
刀
令
が
公

布
さ
れ
、
全
国
で
旧
士
族
の
反
乱
が
起
き
ま

今
年
は
国
内
最
後
の
内
戦
「
西
南
の
役
」

が
終
結
し
、
西
郷
隆
盛
が
没
し
て
一
四
〇
年

の
節
目
の
年
で
す
。

今
回
は
な
ぜ
戦
い
が
鹿
児
島
で
起
き
た
の

か
、
さ
ら
に
西
南
の
役
と
西
郷
隆
盛
の
関
係

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

明
治
政
府
と
西
郷
隆
盛

１※

戊ぼ

辰し
ん

戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
新
政
府
の

基
礎
は
確
立
し
ま
し
た
が
、
幕
府
が
滅
ん
で

も
、
全
国
の
諸
藩
は
依
然
と
し
て
存
続
し
て

い
ま
し
た
。
中
で
も
二
六
一
あ
っ
た
藩
の
解

体
と
藩
主
の
処
遇
は
最
大
の
難
問
で
し
た
。

そ
こ
で
、
明
治
政
府
は
戊
辰
戦
争
が
終
わ

り
鹿
児
島
に
戻
っ
て
い
た
西
郷
を
藩
主
・
島

津
忠
義
を
介
し
て
職
に
復
帰
さ
せ
、
こ
の
難

事
業
に
当
た
ら
せ
ま
し
た
。

明
治
政
府
は
、
近
代
的
な
中
央
集
権
国
家

を
樹
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
諸
外

国
に
対
抗
す
る
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
七
月
に
廃

藩
置
県
を
行
い
ま
し
た
。
二
六
一
の
藩
が
廃

せ
ら
れ
、
全
国
に
三
府
三
〇
二
県
（
明
治
四

年
末
は
三
府
七
二
県
）
と
な
り
、
政
府
が
任

命
し
た
府
知
事
・
県
知
事
が
行
政
に
当
た
る

※
１　

�

一
八
六
八
年
か
ら
翌
年
に
起
き
た
、
新
政
府
軍
と
旧
幕

府
軍
と
の
戦
い
。

※
２　

�

日
本
海
軍
が
挑
発
し
て
朝
鮮
国
に
砲
撃
さ
せ
、
こ
れ
を

口
実
に
武
力
で
占
領
し
強
引
に
日
朝
修
好
条
規
を
結
ん

だ
。

※
３　

�

鹿
児
島
市
出
身
。
欧
米
の
警
察
制
度
を
導
入
。「
日
本
警

察
の
父
」と
い
わ
れ
る
。

３※

西
郷
隆
盛
と
霧
島 

そ
の
❼

「
西
南
の
役
」と
西
郷
隆
盛

スマホ用 携帯用

閉館時間変更のお知らせ
国分図書館

霧島国分夏まつり期間中（７月15日・16
日）は閉館時間を変更します。
⃝時間＝午前９時30分～午後５時
�問＝国分図書館  ☎（64）0918

隼人図書館
夏休み期間中（７月21日～８月31日）は

開館時間を変更します。（定例休館日の月
曜日も開館）
⃝�平日＝午前９時～午後７時（通常は午前
10時～午後７時）

⃝�土・日・祝日＝午前９時～午後５時（通
常どおり）

�問＝隼人図書館  ☎（43）7574
※他の図書館（室）は通常どおりの開館です。

国分図書館
蔵書は約25万冊。

雑誌は週刊誌や月刊
誌など合わせて56誌。
新聞は主な全国紙と
地方紙、英字新聞な
どもそろえています。
電話帳も全国のもの
が閲覧できます。

図書館の出入り口や児童コーナーには月ごとのテーマに沿っ
た本やタイムリーな本の展示も行っています。
館内はバリアフリー。車いすの人やベビー
カーも自由に出入りできます。
⃝�開館時間＝午前９時30分～午後９時
⃝�休館日＝12月29日～１月３日
�問＝国分図書館  ☎（64）0918

遊びに
来てね

↑
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代表者：代表取締役社長　迫田�孝
操　業：昭和42年８月
資本金：900万円
売上高：８億９千万（平成28年度３月期）
従業員数（男／女）：41人（37人/ ４人）
平均年齢：44歳
平均勤続年数：９年

有給休暇の平均取得日数：12.5日／年
月平均残業時間：21.2時間
育児休業取得率（男／女）：該当者なし（平成26 〜 28年度）
平成29年採用実績（新卒／それ以外）：４人（１人／３人）
初任給：15万５千円〜 19万６千円
勤務時間：午前８時〜午後５時（年間休日110日）

霧島市にはたくさんの企業があり、そこで多くの若者が生き生きと働いています。
このコーナーでは、そんな企業や若者の暮らしを紹介します。
第２回目は㈱ヤマウトラストの社員の大石智広さん（36）です。

就職を控える生徒や学生の皆さん、ぜひ霧島市で働き・暮らすという未来を描いてみませんか。

隼人町住吉666-17  ☎（43）4002 http://www.yamau.co.jp/

ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
上
場
企
業
㈱
ヤ
マ
ウ
の

グ
ル
ー
プ
企
業
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
次
製
品
製
造
会
社
の
㈱
ヤ
マ
ウ
ト
ラ
ス
ト
。

そ
の
鹿
児
島
工
場
は
昭
和
42
年
、
隼
人
町
住

吉
で
操
業
を
始
め
ま
し
た
。

工
場
で
は
原
料
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
さ

ま
ざ
ま
な
型
枠
に
流
し
込
み
、
製
品
の
製
造

を
行
っ
て
い
ま
す
。
約
６
万
４
千
平
方
㍍
と

い
う
広
い
敷
地
を
生
か
し
、
排
水
溝
や
よ
う

壁
な
ど
最
大
３
㍍
四
方
の
多
種
多
様
な
構
造

物
な
ど
を
造
れ
る
の
が
強
み
。
発
注
に
対
し

て
改
良
を
提
案
す
る
こ
と
も
あ
り
、「
規
格

製
品
を
量
産
す
る
だ
け
で
な
く
、
独
自
の
技

術
力
で
細
か
い
要
望
に
も
応
え
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト
よ
り
社
会
貢
献
を
重
視
す
る
姿
勢
の

表
れ
で
す
ね
」
と
大
石
さ
ん
。
こ
こ
で
生
産

さ
れ
る
製
品
の
ほ
と
ん
ど
は
県
内
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

社
員
を
尊
重
す
る
社
風
を
掲
げ
、
上
司
、

部
下
も
同
じ
立
場
で
仕
事
の
改
善
点
な
ど
を

話
し
合
う
「
オ
フ
サ
イ
ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
３
か
月
に
一
度
実
施
。
工
場
長
や
本

社
の
社
員
も
同
席
し
、
率
直
で
自
由
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
す
。
社
員
の
資
格
取
得
費
用

は
１
０
０
％
会
社
負
担
。
自
身
の
技
術
向
上

や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
つ
な
げ
る
仕
組
み
も

整
い
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
技
術
を
継
承
す
る

習
慣
も
根
付
い
て
い
ま
す
。

大
石
さ
ん
は
中
途
採
用
の
入
社
４
年
目
。

こ
れ
ま
で
複
数
の
職
場
を
見
て
き
て
「
こ
こ

の
働
き
や
す
さ
は
一
番
。
担
当
業
務
が
製
造

か
ら
品
質
管
理
に
変
わ
っ
た
と
き
、
不
安
な

様
子
を
察
し
た
上
司
が
何
度
も
声
を
掛
け
て

く
れ
て
楽
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

製
品
は
道
路
や
土
留
め
な
ど
に
使
わ
れ
、

減
災
・
防
災
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
こ
の
仕

事
の
魅
力
と
力
を
込
め
る
大
石
さ
ん
。

「
自
分
が
作
っ
た
製
品
が
災
害
か
ら
家
族

や
ま
ち
を
守
る
。『
変
わ
ら
な
い
日
常
』
を

つ
く
る
こ
と
が
私
た
ち
の
勲
章
で
す
。土
木
・

建
設
業
は
３
Ｋ
（
危
険
・
き
つ
い
・
汚
い
）

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
昔
の
話
。
採

用
は
工
業
系
以
外
の
学
生
や
私
み
た
い
な
中

途
も
歓
迎
さ
れ
ま
す
。
素
直
さ
と
向
上
心
が

あ
る
仲
間
が
入
社
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
」

㈱ヤマウトラスト 鹿児島工場 取材協力企業

上場企業㈱ヤマウの完全
子会社。東九州自動車道・
大型商業施設に納品多数。

24 123
222

321

420

519

618

717

816

915

1014
1113 12

睡眠

子どもと遊ぶ・
資格勉強

映画・
ドラマ鑑賞

入浴

朝食

夕食
退勤

準備・朝礼
通勤

勤務
勤務

昼
食

1日の
タイム
テーブル

◦場所＝霧島田口2583-22
◦時間＝午前９時〜午後５時（年末年始除く）
◦�料金＝入場無料、各乗り物などは200円から。
　　　　一部年齢制限があります。
問＝霧島神話の里公園  ☎（57）1711

霧島神話の里公園

お勧め

「変わらない日常」をつくることが勲章。

霧島神話の里公園 検索

ON OFF

ここの

働きやす
さは

一番です
！

㈱ヤマウトラスト品質管理グループ　大石 智広さん（36）
姶良市出身。隼人工業高校インテリア科卒業。平成25年入社。
趣味は家族との公園巡り。妻と子ども２人の４人家族。隼人町在住。

残業

ワーク

※

※東京証券取引所の１つ。成長企業約750社の株式が取引される。

姶 良市出身の私が感じた霧島市の魅力は
「自然の素晴らしさ」。山・川・海がそろ

い、それらの恵みにあふれています。
特に愛知県出身の妻のお気に入りが「家族

湯」。ぬるぬるした湯に最初は戸惑いましたが、
翌朝肌がすべすべになり驚いていました。家族
だけでゆっくり入浴できる点もいい。そんな温
泉が身近にたくさんあるのはすごいです。

レジャーでお勧めなのが「霧島神話の里公
園」。子どもが大好きなロードトレイン、草ス
キー、パターゴルフなど家族で１日中遊べます。
中でも標高670ｍから高千穂峰を眺めながら、
全長390ｍをそりで滑り降りるスーパースライ
ダーは迫力満点。南に桜島や開聞岳まで見える
絶景も最高です。売店のソフトクリームも絶品。

隣にはレストランがある道の駅もあります。
ぜひ皆さんも遊びに行ってみてください。

いろいろな乗り物を楽しむ来場者

vol.2
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点
と
な
っ
た
慰
問
だ
け
は
続
け
た
い
と
い
う
思
い
が
活
動
を

支
え
ま
す
。

慰
問
は
毎
年
国
分
、
舞
鶴
、
国
分
南
中
１
年
の
女
子
生
徒

十
数
人
を
含
む
約
60
人
が
参
加
。
鮮
や
か
に
飾
っ
た
乙お

と
め女
山や

車ま

、
三し

ゃ

味み

線せ
ん

山や

車ま

、
太た

い
こ鼓
山や

車ま

の
６
基
で
回
り
、
夏
祭
り
を

届
け
ま
す
。
祭
り
の
前
の
一
週
間
、
子
ど
も
た
ち
へ
礼
儀
作

法
や
乙
女
山
車
で
演
奏
す
る
太
鼓
や
か
ね
を
指
導
す
る
菊
谷

さ
ん
。「
こ
の
活
動
が
日
本
の
伝
統
芸
能
を
継
承
す
る
一
助

に
な
れ
ば
。
祭
り
を
通
し
て
人
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
に
き
っ
と
気
付
い
て
く
れ
る
は
ず
」
と
、
練
習

に
励
む
子
ど
も
た
ち
と
三
味
線
を
始
め
た
頃
の
自
分
の
姿
を

重
ね
ま
す
。

秀
旗
会
に
つ
い
て
は
「
福
岡
か
ら
来
た
母
が
地
域
に
溶
け

込
め
た
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
三
味
線
の
稽
古
に
誘
っ
て

く
れ
た
か
ら
。
私
た
ち
が
そ
の
地
域
に
恩
返
し
で
き
て
い
る

と
し
た
ら
幸
せ
で
す
。
世
代
を
超
え
た
仲
間
と
共
に
、
結
成

50
周
年
を
目
指
し
た
い
」
と
地
域
の
絆
に
感
謝
を
忘
れ
ま
せ

ん
。さ

あ
、
み
ん
な
に
“
祭
り
”
を
運
ぶ
職
人
の
晴
れ
の
舞
台

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
７
月
15
日
、
16
日
は
第
53
回
霧
島

国
分
夏
ま
つ
り
。
今
年
の
夏
も
、
き
っ
と
熱
い
。

祭
り
の“

熱
”運
ぶ

菊谷 悠次（藤本秀
ひで

季
き

）さん（60）
福岡県出身。16歳で隼人町へ。高校卒
業後、福岡の大学へ。13年間福岡での
会社勤めを経て35歳で退職、隼人町へ。
藤本流三味線を学ぶ。平成8年、師範、
平成27年総師範免許取得後、藤本秀旗
会を受け継ぐ。平成28年、同会が県観
光連盟表彰を受賞。太鼓奏者だけでつく
る「日本太鼓ひびきの会」代表。趣味は
ゴルフと愛犬の散歩。稽古後のビールが
何よりの楽しみ。隼人町在住。

藤本秀旗会への入会は（☎42-3187）まで。

毎
年
７
月
中
旬
に
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
る「
霧

島
国
分
夏
ま
つ
り
」。
初
日
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

飾
る
「
市
民
総
お
ど
り
」
で
は
、
１
０
５
団
体
約
６
千
人
が

市
街
地
を
踊
り
巡
り
ま
す
。
総
踊
り
に
欠
か
せ
な
い
『
お
は

ら
節
』
や
『
ハ
ン
ヤ
節
』
な
ど
の
祭
り
ば
や
し
を
や
ぐ
ら
の

上
で
演
奏
す
る
の
は
、
藤
本
流
三
味
線
藤
本
秀ひ

で

旗き

会
（
以
下

「
秀
旗
会
」）
の
精
鋭
50
人
。
率
い
る
の
は
代
表
の
菊
谷
悠
次

さ
ん（
60
）で
す
。
演
奏
が
過
熱
す
る
に
つ
れ
、
踊
り
手
に
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
す
。

秀
旗
会
は
菊
谷
さ
ん
の
母
・
仁き

み

子こ

さ
ん（
82
）が
昭
和
52
年

に
結
成
し
て
か
ら
今
年
で
40
年
目
を
迎
え
ま
す
。
会
員
は
６

歳
か
ら
80
歳
代
の
約
１
０
０
人
。
初
午
祭
や
国
分
夏
ま
つ
り

を
30
年
以
上
、
生
演
奏
で
支
え
て
き
ま
し
た
。

菊
谷
さ
ん
は
福
岡
で
の
社
会
人
を
経
て
、
35
歳
で
隼
人
町

へ
帰
郷
。
三
味
線
を
継
ぐ
き
っ
か
け
は
、
夏
祭
り
当
日
に
行

う
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
に
同
行
し
た
こ
と
で
し
た
。

「
祭
り
に
行
け
な
い
お
年
寄
り
が
『
楽
し
か
っ
た
』
と
涙

を
流
し
て
喜
ぶ
姿
に
胸
を
打
た
れ
、
自
分
も
祭
り
を
『
運
び

た
い
』
と
強
く
思
い
ま
し
た
」

間
も
な
く
指
導
資
格
を
持
つ
師
範
免
許
を
取
る
た
め
、
寝

食
以
外
は
練
習
漬
け
の
日
々
が
始
ま
り
ま
す
。
初
め
て
弾
く

三
味
線
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
次
第
に
「
バ
チ
の
当
て
方
や

強
弱
で
曲
の
雰
囲
気
が
変
わ
る
。
無
限
の
奥
深
さ
が
魅
力
」

と
夢
中
に
な
り
ま
す
。
東
京
の
家
元
に
も
年
に
数
回
通
い
、

３
年
で
師
範
を
取
得
し
ま
し
た
。

夏
祭
り
の
舞
台
に
上
が
っ
た
の
は
36
歳
の
と
き
。「
踊
り

の
列
の
先
が
見
え
な
い
ほ
ど
の
人
の
多
さ
に
鳥
肌
が
立
ち
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
祭
り
の
２
日
間
は
息
つ
く
間
も

あ
り
ま
せ
ん
。
初
日
に
慰
問
４
か
所
、
そ
の
後
総
踊
り
の
生

演
奏
を
２
時
間
、
さ
ら
に
翌
日
も
４
か
所
に
慰
問
、
夕
方
か

ら
は
太
鼓
演
奏
と
多
忙
を
極
め
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
芸
の
原

第
53
回 

霧
島
国
分
夏
ま
つ
り

▪�

７
月
15
日（
土
）
午
後
４
時
～
９
時

 

御
神
幸
、
市
中
パ
レ
ー
ド
、
ふ
る
さ
と
大
使
交
代
式
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
市
民
総
お
ど
り（
演
奏
：
藤
本
秀
旗
社
中
）

▪�

７
月
16
日（
日
）
午
後
４
時
～
９
時

 

太
鼓
競
演
、
御
輿
五
通
り
山
見
せ
、
先
陣
太
鼓
、
国
分
寺
御
輿

競
走

問
＝
霧
島
商
工
会
議
所  

☎（
45
）０
３
１
３

Vol.124THE SCENE

霧島に生きる

19  Kirishima City Public Relations, Japan  2017.7, Vol.256 広報きりしま  18

s
l

o
w

 
l

i
f

e



K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

被
保
険
者
証
の
更
新

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
証
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日

で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
７
月
31

日
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

■
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

保
険
証
が
届
い
た
ら
記
載
内
容

に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
国
民
健
康
保
険
の
人
は
、
国

民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に
加
入

し
た
人
の
保
険
証
が
含
ま
れ
て
い

な
い
か
確
認
し
、
資
格
内
容
に
誤

り
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
に
は
、
通
常
の
保
険

証
を
送
付
で
き
ま
せ
ん
。
７
月

中
に
納
付
相
談
に
お
越
し
の
上
、

窓
口
で
保
険
証
の
更
新
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

国
民
健
康
保
険
の
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

を
更
新
し
ま
し
ょ
う

認
定
証
を
持
っ
て
い
て
引
き
続

き
入
院
な
ど
を
す
る
人
は
７
月
24

日
以
降
に
更
新
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◎ 

�問
＝
保
険
年
金
課
☎（
64
）０
８

８
６

移
住
定
住
し
た
人
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

市
外
か
ら
転
入
し
た
人
や
市
街

地
か
ら
中
山
間
地
域
（
規
則
で
定

め
る
区
域
）
に
転
居
し
た
人
が
住

宅
を
新
築
、購
入
、増
改
築
、あ
る

い
は
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
か
か
っ

た
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

⃝
 

住
宅
取
得（
新
築
・
購
入
）、
増

改
築
補
助
対
象

◦ 

転
入
定
住
者
＝
平
成
25
年
４
月

１
日
以
降
に
市
外
か
ら
定
住
の

意
思
を
持
っ
て
本
市
に
転
入
し

た
人
（
１
年
以
内
の
再
転
入
者

を
除
く
）

◦ 

転
居
定
住
者
＝
平
成
28
年
４
月

１
日
以
降
に
市
内
の
市
街
地
か

ら
定
住
の
意
思
を
持
っ
て
中
山

間
地
域
に
転
居
し
た
人
（
市
街

地
に
居
住
し
て
い
た
期
間
が
１

年
に
満
た
な
い
人
を
除
く
）

※
市
街
地
の
新
築
は
対
象
外
。

⃝
 

家
賃
補
助
対
象
＝
平
成
28
年
４

月
１
日
以
降
に
中
山
間
地
域
の

一
戸
建
て
貸
家
に
入
居
し
た
転

入
定
住
者

※
転
居
定
住
者
は
対
象
外
。

⃝
 

補
助
金
限
度
額

※ 

中
山
間
地
域
で
住
宅
取
得
・
増

改
築
し
た
人
で
同
一
世
帯
に
義

務
教
育
修
了
前
の
子
ど
も
が
い

る
場
合
は
、
子
ど
も
一
人
当
た

り
30
万
円
の
扶
養
加
算
金
が
あ

り
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
の
要
件
】

◦ 

申
請
時
に
60
歳
未
満
の
人

◦ 

配
偶
者
も
移
住
定
住
す
る
こ
と

◦ 

市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

◦ 

自
治
会
に
加
入
す
る
こ
と

◦ 

住
宅
取
得
・
増
改
築
補
助
を
受

け
て
５
年
以
上
、
家
賃
補
助
を

受
け
て
３
年
以
上
定
住
す
る
意

思
が
あ
る
こ
と

⃝
 

申
込
期
限
＝
住
宅
取
得
・
増
改

築
完
了
か
ら
１
年
以
内
、
賃
貸

借
契
約
日
か
ら
90
日
以
内

◎ 

�問・�申
＝
地
域
政
策
課
☎（
64
）

０
９
５
２

介
護
保
険
料
の
減
免

災
害
で
損
害
を
受
け
た
り
、
所

得
が
大
幅
に
減
少
し
た
場
合
は
、

申
請
す
る
と
免
除
や
減
免
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝
 

主
な
要
件

◦ 

災
害
に
よ
り
受
け
た
損
害
の
額

（
補
て
ん
金
を
差
し
引
い
た
額
）

が
住
宅
、
家
財
ま
た
は
そ
の
ほ

か
の
財
産
の
額
の
10
分
の
３
以

上
で
、
前
年
中
の
合
計
所
得
金

額
が
１
千
万
円
以
下
の
人

◦ 

廃
業
ま
た
は
疾
病
な
ど
に
よ
り

当
該
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
の
２

分
の
１
以
下
に
減
少
す
る
と
認

め
ら
れ
る
人
で
、
前
年
中
の
合

計
所
得
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
の
人

⃝
 

手
続
き
方
法
＝
申
請
書
、
理
由

を
証
明
す
る
書
類
（
罹り

災さ
い

証
明

書
な
ど
）
を
提
出

⃝
 

提
出
期
限
＝
事
由
発
生
後
速
や

か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
災

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

＝提出先提

⃝
 

日
時
＝
７
月
31
日（
月
）午
後
７

時
～
９
時

⃝
 

場
所
＝
市
民
会
館

⃝
 

入
場
料
＝
１
５
０
０
円
（
高
校

生
以
下
５
０
０
円
）
全
席
指
定

（
当
日
５
０
０
円
増
）
未
就
学

児
入
場
不
可

◎ 

�問
＝
市
民
会
館
☎（
64
）０
９
２

６
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

介
助
の
必
要
な
人
へ

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
各

種
手
続
き
や
相
談
を
す
る
と
き
、

車
椅
子
の
介
助
や
窓
口
へ
の
案
内

な
ど
が
必
要
な
人
の
た
め
に
、
行

政
庁
舎
別
館
北
側
入
り
口
近
く
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
右
側
に
長
寿
・
障

害
福
祉
課
に
つ
な
が
る
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
案
内

害
に
つ
い
て
は
災
害
を
受
け
た

日
か
ら
60
日
以
内
）

※ 

納
付
書
・
口
座
振
替
で
保
険
料

を
納
め
て
い
る
人
は
、
納
期
限

の
７
日
前
ま
で
、
年
金
か
ら
の

天
引
き
に
よ
り
納
め
て
い
る
人

は
、
前
々
月
の
15
日
ま
で
に
申

請
が
必
要
で
す
。
納
付
済
み
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
減
免
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

◎ 

�問・�提
＝
税
務
課
☎（
64
）０
８

８
４
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ

筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
菱ひ

し

山や
ま

謙

二
さ
ん
が
「
同
和
問
題
の
解
決
と

人
権
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
講
演
し
ま
す
。

⃝
 

日
時
＝
８
月
５
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
40
分

⃝
 

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
 

入
場
料
＝
無
料

※ 

入
場
整
理
券
が
必
要
。
整
理
券

は
市
民
課
、
社
会
教
育
課
、
隼

人
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
、
隼
人

市
民
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
コ
ア
・
よ
か
、
福
山
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

◎ 

�問
＝
市
民
課
☎（
64
）０
９
０
１

民
生
委
員
制
度
が

今
年
で
１
０
０
周
年

民
生
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

地
区
で
生
活
困
窮
や
子
育
て
の
相

談
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

な
ど
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
行
政
と
の
つ

な
ぎ
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
・
児
童
委
員
制
度
創

設
70
周
年
で
す
。
市
で
は
現
在
２

８
４
人
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
地
域
担
当
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
、
子
育
て
や
介

護
な
ど
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎ 

�問
＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４

第
38
回
霧
島
国
際
音
楽
祭

「
ピ
ア
ノ
市
民
会
館
」

世
界
で
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を
迎
え
、
ピ
ア

ノ
の
魅
力
を
心
ゆ
く
ま
で
体
感
で

き
る
究
極
の
ピ
ア
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
そ
の
ほ
か
市
内
在
住
の
若

手
ピ
ア
ニ
ス
ト
も
出
演
し
ま
す
。

や
介
助
に
伺
い
ま
す
。

◎ 

�問
＝
長
寿
・
障
害
福
祉
課
☎（
64
）

０
８
５
５

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
大
作
戦

国
分
ハ
イ
テ
ク
展
望
台
、
台
明

寺
渓
谷
公
園
、
黒
石
岳
森
林
公
園
、

浜
之
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
あ
る
専
用
用
紙
に
４
施
設

の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
進
呈
。
さ
ら
に
抽
選
で
５

人
に
霧
島
市
の
豪
華
特
産
品
な
ど

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

⃝
 

期
間
＝
７
月
21
日（
金
）～
８
月

31
日（
木
）

◎ 

�問
＝
国
分
ハ
イ
テ
ク
展
望
台
☎

（
46
）８
４
８
５
、
黒
石
岳
森
林

公
園
☎（
49
）３
６
８
８
、
浜
之

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）

７
０
７
２

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝  期日＝ 加治木地区：８月16日(水)
	 蒲 生 地 区：８月21日(月)
⃝  場所＝ 加治木地区：かもだ想い通りほか
	 蒲 生 地 区：蒲生八幡神社ほか

＝�姶良市社会教育課  ☎（62）2111

⃝  期間＝７月21日（金）～８月31日（木）
（８月１日、10日、21日は休み）
⃝  時間＝正午～午後４時
⃝  場所＝竹中池公園（川添1032-6）
⃝  料金＝幼児100円、小学生以上200円
＝湧水町商工観光課 ☎（74）3111

太鼓踊り 竹中池公園プール姶良市 湧水町

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

⃝  日時＝８月12日（土）午後３時30分から
（花火は午後８時から）
⃝  場所＝旧垂水港特設会場
⃝  内容＝例年３万人以上が訪れる垂水市
最大の夏のイベント
＝夏祭り実行委員会 ☎0994（32）0225

たるみずふれあいフェスタ2017夏祭り垂水市
⃝  日 時 ＝７月29日（土）午後５時30分～
８時40分

⃝  場所＝桜島多目的広場
⃝  内容＝歌謡ショー、太鼓、花火など
＝サンサンコールかごしま

☎099（808）3333

2017桜島火の島祭り鹿児島市

補助金の種類

補助金限度額
転入

（市外住民）
転居

（市民）
中山間地域 市街地 中山間地域

住宅取得
補助金

新築 100万円 － 100万円

中古購入 50万円 20万円 50万円

住宅増改築補助金 50万円 20万円 50万円

家賃補助金 36万円 － －

※ ※

※ ※

※ ※

会員制交流サイト（SNS）
トラブルに注意

「ＬＩＮＥなどの
ＳＮＳで表示された
広告を見て、お試し
のつもりで購入した
商品が定期購入に
なっていた」「ＳＮ
Ｓから出会い系サイ

トに誘導された」などのトラブルが
全国的に増加しています。

商品購入や契約を行い、解約し
たいときや疑問を持ったときは、
消費生活センターへご相談くださ
い。
��問 ＝ 消費者ホットライン  ☎188、

 市消費生活センター
☎（64）0964
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
i

n
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i

o
n

文
化
振
興
課
内
）
☎（
64
）０
７

１
０

第
12
回
霧
島
市
防
犯

少
年
少
女
の
つ
ど
い

少
年
少
女
の
健
全
育
成
と
防

犯
・
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

⃝
 

日
時
＝
７
月
29
日（
土
）午
前
８

時
40
分
～
午
後
４
時

⃝
 

場
所
＝
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯

地　

⃝
 

内
容
＝
防
犯
・
交
通
安
全
講
話
、

自
衛
隊
車
両
体
験
試
乗
、
人
工

呼
吸
法
体
験
、
規
律
訓
練
な
ど

⃝
 

申
込
期
限
＝
７
月
14
日（
金
）

◎ 

�問・�申
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）

０
９
９
７

働
く
女
性
の
家
親
子
講
座

親
子
で
手
作
り
雑
貨
を
作
り
ま

す
。

⃝
 

日
時
＝
８
月
10
日（
木
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

⃝
 

対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
以
上

の
子
ど
も
と
保
護
者

⃝
 

参
加
料
＝
１
組
５
０
０
円
程
度

⃝
 

定
員
＝
先
着
15
組
（
30
人
）

⃝
 

受
付
＝
７
月
10
日（
月
）か
ら

◎ 

�問・�申
＝
働
く
女
性
の
家
☎（
46
）

４
４
６
４

⃝
 

受
付
期
間
＝
７
月
13
日（
木
）～

27
日（
木
）

※ 

久
保
山
墓
地
公
苑
と
し
も
づ
る

墓
地
公
苑
は
随
時
募
集
中
。

⃝
 

申
込
資
格
＝
市
に
本
籍
ま
た
は

住
所
を
有
す
る
世
帯
主
で
、
５

年
以
内
に
納
骨
施
設
を
建
て
ら

れ
る
人

⃝
 

抽
選
会
場
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
行
政
庁
舎
別
館
中
会
議

室

⃝
 

抽
選
予
定
日
＝
８
月
９
日（
水
）

※ 

永
代
使
用
料
は
抽
選
会
場
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

◎ 

�問・�申
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）

０
９
５
０
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｍ

⃝
 

テ
ー
マ
部
門
＝
霧
島
の
風
景
、

神
話
、
祭
、
行
事
な
ど
霧
島
の

特
徴
を
取
り
入
れ
た
も
の
（
８

号
Ｓ
・
Ｆ
・
Ｐ
・
Ｍ
）

⃝
�

高
校
生
部
門
＝
洋
画
、
日
本
画

は
８
号
以
下
、
デ
ザ
イ
ン
画
は

Ｂ
３
以
下

⃝
 

応
募
資
格
＝
高
校
生
以
上

⃝
 

出
品
数
＝
各
部
門
１
人
３
点
ま

で
（
た
だ
し
、
高
校
生
は
１
人

１
点
に
限
る
）

⃝
 

出
品
料
＝
１
点
に
つ
き
３
千
円

（
大
学
・
高
校
生
は
無
料
）

⃝
 

申
込
期
限
＝
９
月
４
日（
月
）

■
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

⃝
 

出
品
規
定
＝
Ｂ
４
ま
た
は
八
つ

切
り
の
絵
画
（
水
彩
画
・
油
絵
・

ク
レ
ヨ
ン
画
）

⃝
 

題
材
＝
自
由

⃝
 

応
募
資
格
＝
市
内
に
在
住
ま
た

は
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、

小
中
学
校
の
園
児
や
生
徒

⃝
 

出
品
数
＝
１
人
１
点

⃝
 

出
品
料
＝
無
料

⃝
 

申
込
期
限
＝
９
月
８
日（
金
）

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎ 

�問
＝
き
り
し
ま
美
術
大
賞
展
実

行
委
員
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ・

国
際
交
流
員
と

交
流
し
よ
う

⃝
 

定
員
＝
各
先
着
15
人

⃝
 

参
加
料
＝
無
料

⃝
 

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

※ 

キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
前

霧
島
商
工
会
議
所

創
立
周
年
記
念
講
演
会

平
成
27
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
北
里
大

学
特
別
栄
誉
教
授
の
大
村
智さ

と
しさ
ん

が
「
私
の
半
生
と
社
会
貢
献
」
と

題
し
講
演
し
ま
す
。

⃝
 

日
時
＝
７
月
28
日（
金
）午
後
４

時
～
５
時
30
分

⃝
 

場
所
＝
市
民
会
館

⃝
 

入
場
料
＝
無
料

※ 

入
場
整
理
券
が
必
要
。
整
理
券

は
霧
島
商
工
会
議
所
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

◎ 

�問
＝
霧
島
商
工
会
議
所
☎（
45
）

０
３
１
３

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
て

明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間
で
す
。
こ
の
運

動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

罪
を
犯
し
た
人
の
社
会
復
帰
を

支
え
る
保
護
司
は
、
刑
務
所
や
少

年
院
か
ら
仮
釈
放
さ
れ
た
人
が
社

会
復
帰
で
き
る
よ
う
住
居
の
調
整

や
就
労
支
援
を
し
た
り
、
定
期
的

な
面
接
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
明

る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

◎ 

�問
＝
鹿
児
島
保
護
観
察
所
企
画

調
整
課
☎
０
９
９（
２
２
６
）１

５
５
６

き
り
し
ま
吹
奏
楽
団

第

回
定
期
演
奏
会

『
川
の
流
れ
の
よ
う
に
』
や

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』

な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

⃝
 

日
時
＝
８
月
６
日（
日
）午
後
１

時
30
分
～
４
時

⃝
 

場
所
＝
市
民
会
館

⃝
 

入
場
料
＝
無
料

◎ 

�問
＝
き
り
し
ま
吹
奏
楽
団
【
右

田
】
☎
０
９
０（
１
３
６
３
）７

５
４
７

募
　
集

市
営
墓
地
の
使
用
者

市
営
墓
地
区
画
に
空
き
が
で
ま

し
た
の
で
、
新
た
に
墓
地
使
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
区
画
数
以
上
の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。

第
二
次
霧
島
市
総
合
計
画
の

表
紙
イ
ラ
ス
ト

市
の
将
来
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の

関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
表

紙
に
掲
載
す
る
イ
ラ
ス
ト
を
募
集

し
ま
す
。

⃝
 

テ
ー
マ
＝
「
わ
た
し
た
ち
が
担

う
10
年
後
の
霧
島
市
」

⃝
 

対
象
＝
市
内
在
住
か
市
内
在
学

の
中
学
～
大
学
生

⃝
 

作
品
規
定
＝
Ａ
３
縦
方
向
（
裏

表
紙
ま
で
及
ぶ
イ
ラ
ス
ト
は
横

方
向
。
デ
ジ
タ
ル
作
成
可
）

⃝
 

募
集
期
限
＝
９
月
８
日（
金
）

⃝
 

表
彰
＝
優
秀
作
品
の
作
者
に
は

記
念
品
を
贈
呈

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎ 

�問
＝
企
画
政
策
課
☎（
64
）０
９

１
４

第
14
回「
き
り
し
ま
美
術

大
賞
展
」作
品

■
一
般
部
門

⃝
 

出
品
規
定
＝
洋
画
（
水
彩
・
版

画
含
む
）、
日
本
画
、
デ
ザ
イ

ン
画
の
平
面
作
品
で
未
発
表
の

も
の
（
た
だ
し
、
デ
ザ
イ
ン
画

は
高
校
生
に
限
る
）

⃝
 

自
由
部
門
＝
20
号
～
50
号
Ｓ
・

※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

25
日（
金
）午
後
６
時
～
９
時

⃝
 

定
員
＝
先
着
40
人

⃝
 

チ
ケ
ッ
ト
料
＝
３
５
０
０
円

◎ 
�問・�申
＝
城
山
公
園
事
務
所
☎

（
46
）１
５
６
１

た
け
の
こ
・
原
木
し
い
た
け

生
産
者
養
成
講
座

■
た
け
の
こ
生
産
者
養
成
講
座

⃝
 

期
日
＝
９
月
28
日
、
10
月
19
日
、

２
月
22
日
（
全
て
木
曜
）

■�

か
ご
し
ま
原
木
し
い
た
け
生
産

者
養
成
講
座

⃝
 

期
日
＝
９
月
７
日
、
21
日
、
10

月
26
日
、
１
月
25
日
、
２
月
15

日
（
全
て
木
曜
）

【
共
通
事
項
】

⃝
 

場
所
＝
県
森
林
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
（
姶
良
市
蒲
生
町
上
久
徳

１
８
２
－
１
）
な
ど

⃝
 

定
員
＝
各
20
人

⃝
 

申
込
期
限
＝
７
月
28
日（
金
）

◎ 

�問・�申
＝
県
森
林
経
営
課
☎
０

９
９（
２
８
６
）３
３
６
４

【
お
詫
び
と
訂
正
】

６
月
号
お
知
ら
せ
版
11
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
『
市
長
交
際
費
』
の

表
中
、「
故
若
松
久・
己・
氏
」
は
「
故 

若
松
弘・
・
氏
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

第
一
工
業
大
学
無
料
公
開
講
座

■�

Ａア

ル

ド

ゥ

イ

ー

ノ

ｒ
ｄ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
に
よ
る
マ
イ

コ
ン
講
座

⃝
 

日
時
＝
８
月
１
日（
火
）午
後
１

時
～
４
時

⃝
 

定
員
＝
先
着
10
人

■
巨
大
地
震
に
耐
え
る
建
築

⃝
 

日
時
＝
８
月
５
日（
土
）午
前
10

時
30
分
～
正
午

⃝
 

定
員
＝
無
し

■
宇
宙
の
究
極
理
論
を
求
め
て

⃝
 

日
時
＝
８
月
19
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
３
時

⃝
 

定
員
＝
先
着
20
人

【
共
通
事
項
】

⃝
 

場
所
＝
第
一
工
業
大
学

⃝
 

対
象
＝
県
内
の
高
校
生
以
上

⃝
 

申
込
方
法
＝
第
一
工
業
大
学
社

会
連
携
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

⃝
 

申
込
期
限
＝
各
講
座
と
も
開
催

日
の
１
週
間
前
ま
で

◎ 

�問
＝
第
一
工
業
大
学
社
会
連
携

セ
ン
タ
ー
☎（
45
）３
０
０
３

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

平
成
29
年
度
裁
判
所
職
員
採
用

一
般
職
試
験
（
裁
判
所
事
務
官
、

高
卒
者
区
分
）
を
実
施
し
ま
す
。

⃝�

申
込
期
間
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

／
７
月
11
日（
火
）～
20
日（
木
）、

郵
送
／
７
月
11
日（
火
）～
14
日

（
金
）当
日
消
印
有
効

⃝
 

第
１
次
試
験
＝
９
月
10
日（
日
）

◎ 

�問
＝
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
☎
０

９
９（
８
０
８
）３
７
０
７

城
山
公
園
情
報

■
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

夏
休
み
の
自
由
研
究
を
手
伝
い

ま
す
。

⃝
 

講
座
名
／
期
日
＝
空
気
で
遊
ぼ

う
実
験
／
７
月
23
日
、
郷
土
の

歴
史
を
学
ぼ
う
／
７
月
30
日
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
風
鈴
を
作
ろ

う
／
８
月
20
日
（
全
て
日
曜
）

⃝
 

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

⃝
 

対
象
＝
園
児
～
小
学
生
（
保
護

者
同
伴
）

⃝
 

定
員
＝
各
30
人
程
度

⃝
 

参
加
料
＝
各
１
０
０
円

■
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

ス
カ
イ
コ
ン
サ
ー
ト

展
望
台
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
バ

イ
キ
ン
グ
、
飲
み
放
題
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
が
楽
し
め
ま
す
。
観
覧
車
乗

車
券
も
付
き
ま
す
。

⃝
 

日
時
＝
７
月
21
日（
金
）、
８
月

コース名 内　　　　容 日　　時 場　所 申込期限

English
Hour

自分に合ったレベルで、楽しく英語で会話します。
※�参加は１人１つのレベルに限ります。

初級　8/ 7（月）
18：00～ 19：00
中級　8/ 7（月）
19：10～ 20：10
上級　8/21（月）
18：30～ 19：30

国分公民館
中研修室

初級8/ 4（金）
中級8/ 4（金）
上級8/18（金）

英語で
ティータイム

英語で話をしながら、ティータイムを過ごします。
※�参加は英語初級レベル以上の人に限ります。

8/9（水）
14：00～ 15：00

国分公民館
調理講義室 8/8（火）

中国語教室 中国の国際交流員と夏の風物詩について学びま
す。

8/10（木）
14：00～ 15：00

国分公民館
調理講義室 8/9（水）

韓国語教室 韓国茶を飲みながら、休暇の予定について学び
ます。※コップを持参してください。

8/10（木）
18：30～ 19：30

国分公民館
調理講義室 8/9（水）

墓地名（所在地） 空き区画 永代使用料 区画面積

宇都墓地
（国分上小川3679） １ 26,000円 6.5㎡

久保山墓地公苑
（溝辺町崎森2809-2） ９

58,320円 6.48㎡
しもづる墓地公苑

（溝辺町竹子164-3） ４
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熊
本
地
震
か
ら
１
年
。
日
常

生
活
の
中
で
予
測
し
て
い

な
い
事
が
起
き
た
と
き
、
ど
れ
だ

け
の
準
備
を
し
て
い
る
か
で
結
果

は
変
わ
り
ま
す
。
何
も
な
い
と
き

こ
そ
備
え
の
期
間
と
考
え
、
小
さ

な
こ
と
で
も
積
み
重
ね
て
い
け
ば

い
つ
か
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
は
ず

で
す
。
身
の
回
り
で
起
き
た
こ
と
、

聞
い
た
こ
と
な
ど
を
自
分
の
こ
と

に
置
き
換
え
て
考
え
る
こ
と
は
、

大
切
な
準
備
の
一
つ
で
す
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
家
族
や
自
分
を
守

れ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
知
識

を
身
に
付
け
実
践
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
い
ぶ
む

あ
30
歳
女
性
）

●

熊
本
地
震
が
あ
っ
た
日
、
大

分
県
に
い
た
私
は
震
度
５

強
の
揺
れ
を
初
め
て
体
験
。
眠
っ

て
い
た
と
き
の
暗
闇
で
の
強
い
揺

れ
は
、
と
ん
で
も
な
い
恐
怖
で
し

た
。
パ
ニ
ッ
ク
で
頭
が
真
っ
白
に

な
り
、
取
る
べ
き
行
動
が
全
然
思

い
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
以

来
、「
も
し
今
、
大
地
震
が
起
き

た
ら
」
と
考
え
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
ど
こ
に
避
難
す
る
か
、

避
難
場
所
で
の
過
ご
し
方
や
家
族

へ
の
連
絡
方
法
な
ど
、
迅
速
な
対

応
を
す
る
た
め
に
は
、
災
害
を
想

定
し
た
準
備
や
行
動
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
防
災
の
講
演
会
な
ど

が
あ
っ
た
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
、

災
害
時
の
知
識
を
蓄
え
た
い
と
思

い
ま
す
。（
も
も
21
歳
女
性
）

●

私
の
実
家
は
熊
本
。
震
源
地

に
近
く
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
の
祖
母
は
近
所
の
方
に
声
を
掛

け
て
い
た
だ
き
一
緒
に
避
難
で
き

ま
し
た
。
ご
近
所
さ
ん
と
の
日
ご

ろ
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。
祖
母
は
し
ば
ら
く
霧
島

に
避
難
。
そ
の
と
き
に
役
立
っ
た

の
が
お
薬
手
帳
で
す
。
高
齢
の
方

や
持
病
の
あ
る
方
な
ど
は
常
に
携

帯
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
熊
本
お
て
も
や
ん
30
歳
女
性
）

●

６
月
号
は
熊
本
地
震
に
学
ぶ

“
自
助
力
”
の
大
切
さ
を
特
集
し
、

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
災
害
は
い
つ
起
き
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
絆
を

大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
一
環
と
し
て
国

分
の
口
輪
野
集
落
に
お
邪
魔
し
ま

し
た
。
15
曲
を
演
奏
し
、
集
ま
ら

れ
た
皆
さ
ん
も
一
緒
に
合
唱
。
１

時
間
余
り
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。
演
奏
の
お
礼
に

と
、
手
作
り
の
か
し
わ
餅
や
手
作

り
の
松
ぼ
っ
く
り
の
置
き
物
な
ど
、

心
温
ま
る
お
も
て
な
し
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
一
致
団
結
し
た
お
姿
に
感
動
し

ま
し
た
。
口
輪
野
の
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
ハ
ー

モ
ニ
カ
ド
リ
ー
ム
あ
っ
こ
ち
ゃ
ん

75
歳
女
性
）

●

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
え
ま
す
ね
。
こ

れ
か
ら
も
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
を

各
地
に
届
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

こ
の
年
に
な
っ
て
も
元
気
に

働
い
て
い
ま
す
。
最
近
は

年
齢
の
せ
い
か
、
体
の
あ
ち
こ
ち

が
故
障
し
ま
す
。
息
子
に
「
替
え

の
部
品
が
あ
っ
た
ら
取
り
替
え
た

い
」
と
言
っ
た
ら
笑
わ
れ
ま
し
た
。

体
は
こ
れ
か
ら
も
衰
え
て
い
く
と

思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
に

生
涯
青
春
の
気
概
で
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。（
生
涯
青
春

ば
あ
ち
ゃ
ん
82
歳
女
性
）

●

素
晴
ら
し
い
心
掛
け
で
す
ね
。

見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
。

元
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
井
上

一
樹
さ
ん
が
広
報
き
り
し

ま
に
載
っ
て
い
ま
し
た
。
井
上
さ

ん
は
私
の
小
学
校
と
中
学
校
の
大

先
輩
。
自
分
が
通
っ
て
い
る
学
校

か
ら
プ
ロ
野
球
選
手
が
出
た
こ
と

は
私
の
自
慢
で
す
。
中
学
３
年
の

私
は
進
路
選
択
の
時
期
。
私
も
井

上
さ
ん
の
よ
う
に
周
り
で
支
え
て

く
れ
る
人
を
一
番
に
考
え
、
人
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、
い
つ

か
霧
島
市
の
た
め
に
何
か
で
き
る

よ
う
な
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い

で
す
。（
な
ー
く
ん
14
歳
男
性
）

●

進
路
選
択
は
悩
み
ま
す
ね
。
将

来
は
霧
島
市
に
住
ん
で
、
霧
島
市

で
働
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

今
春
高
校
を
卒
業
し
、
県
外

へ
就
職
し
た
息
子
。
洗
濯

や
掃
除
な
ど
、
初
め
て
の
一
人
暮

ら
し
で
大
変
な
こ
と
ば
か
り
の
よ

う
で
す
。
５
月
の
連
休
に
帰
省
し

た
と
き
、
息
子
が
「
18
年
間
あ
り

が
と
う
。
頑
張
っ
て
く
る
ね
」
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
息
子

に
負
け
な
い
よ
う
に
一
日
一
日
を

大
切
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｔ
50
歳
女
性
）

●

目
頭
が
熱
く
な
る
い
い
お
話
し

で
す
。
次
に
帰
省
し
た
と
き
の
さ

ら
な
る
成
長
が
楽
し
み
で
す
ね
。

娘
が
仕
事
に
行
こ
う
と
靴
を

履
い
た
ら
中
に
ム
カ
デ
が

入
っ
て
い
て
、
親
指
を
か
ま
れ
ま

し
た
。
薬
を
塗
り
大
事
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
梅
雨
に
入
り
、

気
持
ち
ま
で
想
像
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
。
障
が
い
者
に
優
し
い
市

民
で
あ
り
た
い
で
す
。（
こ
は
く
50

歳
女
性
）

●

そ
う
で
す
ね
。
な
ぜ
身
障
者
用

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
か
を
考

え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

11
年
連
続
の
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
特
集
や
各
コ
ー
ナ
ー
、

そ
し
て
エ
デ
ィ
タ
ー
ズ
も
毎
月
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
市
長
コ
ラ

ム
で
は
和
気
公
園
藤
ま
つ
り
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
関
係
者
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
が
あ
る
こ
と

を
知
り
感
動
し
ま
し
た
。
何
ご
と

ム
カ
デ
も
出
て
く
る
季
節
で
す
。

皆
さ
ん
も
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

ね
。（
か
ぁ
ち
ゃ
ん
51
歳
女
性
）

●

ム
カ
デ
に
か
ま
れ
る
と
激
痛
が
。

侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
家
の
回
り
に

市
販
の
虫
除
け
用
の
粉
を
ま
く
と

有
効
で
す
よ
。

６
月
号
の
熊
り
ん
ご
さ
ん
の

投
稿
を
読
み
、
投
稿
せ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

も
健
常
者
が
身
障
者
用
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
駐
車
し
て
い
る
光
景
を

よ
く
見
掛
け
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
車
椅
子
用
の
観
覧
ス
ペ
ー
ス

を
健
常
者
が
使
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
困
っ
て
い
る
方
々
の

本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお
寄せください。お便りは綴じ込みのはがき、ファクス（0995
－64－0934）、携帯電話やスマートフォンは左の２次元コー
ド、パソコンは市ホームページからお送りください。

POST CARD

KIRISHIMA CITY

2017
Readers
Voice

読者の皆さんからの

声を伝えるコーナーです。

チャイルドシートが
無料で借りられます

道路交通法で、車に乗るときはシート
ベルトの着用、６歳未満の幼児を乗車さ
せるときはチャイルドシートの使用が義
務付けられています。

霧島市では、子育て支援と児童の安全
確保のため、チャイルドシートやジュニ
アシートを貸し出しています。
⃝利用条件
・�霧島市内に居住していること。
・�普通自動車運転免許を持っていること。
⃝利用料
　無料
※�シートカバーはクリーニング（代金は自
己負担）してから返却してください。

⃝貸出期間
原則３か月以内

⃝貸出場所
�こどもセンター、各総合支所市民福祉課

⃝申込方法
電話で在庫を確認の上、当日の午後５
時までに各貸し出し場所の窓口で直接申
し込みください。（予約はできません）
⃝手続きに必要なもの
車検証、運転免許証

�問・�申＝こどもセンター  ☎（45）4920
 国分福島一丁目1-25-1、各総合
支所市民福祉課  ☎（45）5111

2

017.7

も
一
朝
一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
ね
。

私
た
ち
も
微
力
な
が
ら
気
持
ち
良

い
あ
い
さ
つ
が
行
き
交
い
、
ゴ
ミ

の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。（
温

泉
お
ば
さ
ん
72
歳
女
性
）

●

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
動
画
が
初
の

入
賞
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
お
か

げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
必
要
な
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
届
け
し
て

ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
27
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

新生児から４歳児くらい
まで用

４歳児くらいから
６歳児用

天降川小

ＧＳ

フレスポ
国分

陸上自衛隊
国分駐屯地

山
形
屋
ス
ト
ア

隼
人
保
育
園

国
分
西
小

しらさぎ橋

こどもセンター

上鵜瀬 清一さん （国分）
【撮影データ】絞り3.2、シャッター1/400、ISO400

初夏の白
びゃく

紫
し

池（撮影地：白紫池）

25  Kirishima City Public Relations, Japan  2017.7, Vol.256 広報きりしま  24

c
o

m
m

u
n

i
t

y

60



7PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

現
場
主
義
を
貫
く

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

皆
さ
ん
は
え
び
の
高
原
の
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
に

行
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
す
ナ

シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
「
霧
島
」
の

火
山
の
歴
史
や
稀
少
な
動
植
物

の
紹
介
な
ど
、
霧
島
山
の
魅
力

を
学
べ
る
環
境
省
の
施
設
で
す
。

高
千
穂
河
原
に
は
県
立
の
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
で
最
新
の
火
山

情
報
な
ど
を
確
認
し
、
登
山
届

を
出
し
て
登
山
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

霧
島
山
の
植
物
は
６
年
前
の

新
燃
岳
の
歴
史
的
噴
火
か
ら
再

生
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
球
の
活
動
を

目
の
当
た
り
に
で
き
る
、
世
界

で
も
大
変
貴
重
な
場
所
で
す
。

こ
の
春
、
私
も
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
、

鹿
ヶ
原
、
高
千
穂
御
鉢
、
大
浪

池
、
韓
国
岳
と
４
回
の
登
山
を

朝
食
前
に
楽
し
み
ま
し
た
。
命

を
絶
や
す
ま
い
と
懸
命
に
咲
く

愛
ら
し
い
ツ
ツ
ジ
を
愛め

で
な
が

ら
、
登
山
道
で
行
き
交
う
全
国

か
ら
の
お
客
さ
ま
と
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
霧
島

山
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
登
山
道
の
危
険
箇
所
な

ど
の
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
早
速
、
管
理
者
の
県
に
対

応
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

◎人口／126,703人（－32）◎世帯数／60,661世帯（＋11）
・男性61,033人（－9）　・女性65,670人（－23）　・出生101人 ・死亡120人 ・転入331人 ・転出338人 （平成29年６月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

健康とは広辞苑によると「体に悪いところがなく心身が健やかなこ
と」。７月は、じめじめとした梅雨からじりじりと日差しが照り付ける

暑い夏へ。夏といえば高校野球。選手も応援席も水分補給で熱中症予
防。万全の体調で目指せ甲子園。最後の夏、頑張れ高校球児（上小園）

幸せな食卓」が目に浮かんだ今回の思い出の味の取材。谷口さん
夫婦の仲むつまじい思い出話に、食事は「何を」より「誰と」食べ

るかが大切だとあらためて教わりました。家族や友人と見合わせ「お
いしいね」と相好を崩す。何げないかけがえのないひとときです（川床）

美肌になれる、美白効果も…、そんなうたい文句の食べ物やサプリメ
ント、雑誌を見かけると目が行きます。今回の特集はミネラルたっ

ぷりの関平鉱泉水。近くにある関平温泉は肌にも良く、貸し切り風呂
からの眺めは開放感たっぷり。休日に行ってみたいと思います（土井）

肌を刺すように降り注ぐ強い日差し。ジョッキに注がれる金色の液
体。今年もビールのおいしい季節がやってきましたね。と言いな

がら年中お湯割り派の私。最近運動不足ですが、飲んで汗をたくさん
かくと、運動で汗をかいたときのような達成感が。…運動しよう（森本）

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Twitter

霧島市ホームページ 霧島市Facebook

取材へ向かう途中に立ち寄った天降
川ふるさとの川河川公園です。すぐそ
ばに完成した「しらさぎ橋」を通って両
岸を行き来できるようになり、朝夕はウ
オーキングを楽しむ人の姿が増えてい
ます。この日は平日の午前中で人もま
ばら。初夏の日差しが差し込む木々
のトンネルを独占でした。木陰は風
が吹き抜け、夏になっても涼しそう。休
日は家族や友人とお弁当を持って出
掛けてみてはいかがでしょうか（川床）

木々のトンネル�（隼人町住吉）
６月15日  午前９時43分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ17 〜 55㎜
F2.8　1/250s　�F11　�ISO250

今月の表紙

私
が
最
初
に
強
い
印
象
を
受
け
た
の
は
、
霧
島
国
際
音
楽
祭
の
講
師
に
招
か
れ
鹿
児
島
空
港
に

降
り
立
っ
た
と
き
で
し
た
。
ま
ず
は
空
港
ビ
ル
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
。
当
時
は
羽
田
空
港
が
建

て
増
し
で
と
て
も
不
便
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
一
緒
に
来
た
息
子
が
「
鹿
児
島

空
港
は
ま
る
で
ア
メ
リ
カ
の
空
港
み
た
い
だ
」
と
言
っ
た
く
ら
い
で
す
。

お
陰
さ
ま
で
音
楽
祭
も
平
成
31
年
に
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
わ
が
国
で
も
一
番
長
い
歴
史
を
持

つ
音
楽
祭
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
前
田
市
長
を
は
じ
め
霧
島
市
、
霧
島
市
民
を
中
心
と
し
た

地
元
の
皆
さ
ま
の
強
く
温
か
い
ご
支
援
の
た
ま
も
の
で
す
。
歴
史
が
あ
る
だ
け
で
な
く
内
容
的
に

も
世
界
屈
指
の
音
楽
祭
に
成
長
し
ま
し
た
。

国
際
色
豊
か
な
音
楽
祭
の
華
や
か
さ
そ
の
も
の
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
マ
ス
タ
ー
ク
ラ

ス
を
受
講
さ
れ
る
参
加
者
の
レ
ベ
ル
の
目
に
見
え
る
向
上
と
共
に
、
そ
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
が
外
国

か
ら
の
受
講
生
で
あ
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
、
誇
り
に
し
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
音
楽
会
を
聴
け
る
だ
け
で
な
く
、
有
意
義
な
ク
ラ
ス
を
通
じ
て
の
新
し
い
発
見
が

あ
り
、
共
に
触
発
し
合
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
今
や
世
界
的
に
も
有
名
に
な
っ
た

（
？
）「
ラ
ン
チ
」や
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
パ
ー
テ
ィ
の
す
て
き
な
料
理
が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
方
が
地
元
の

食
材
を
使
っ
て
と
て
も
美
味
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
食
事
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
会
話
が
弾
み
、
素
晴
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
「
温
泉
」。「
わ
が
国
で
一
番
熱
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
も

い
わ
れ
て
い
る
当
音
楽
祭
で
す
が
、
厳
し
い
レ
ッ
ス
ン
の
後
や
、
聴
き
応
え
の
あ
る
音
楽
会
の
後

に
温
泉
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
る
と
、
そ
の
日
の
疲
れ
が
一
気
に
吹
き
飛
ぶ
だ
け
で
な
く
、
明
日
へ
の

活
力
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。
ま
た
高
千
穂
峰
や
霧
島
神
宮
、
桜
島
な
ど
の
名
所
旧
跡
や
自
然
に

感
じ
ら
れ
る
歴
史
の
流
れ
と
、
霧
島
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
お
人
柄
と
心
行
く
ま
で
の
お
も
て
な
し

の
気
持
ち
。
こ
れ
ら
が
音
楽
祭
に
参
加
す
る
全
て
の
人
た
ち
の
一
生
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
と
な
り
、

励
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
深
く
感
謝
の
意
を
持
ち
な
が
ら
ま
す
ま
す
努
力
し
、
世
界
一
の

音
楽
祭
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

霧島国際音楽祭音楽監督  堤 剛さん（74）
名実ともに日本を代表するチェリスト。齋藤秀雄、ヤーノシュ・シュタルケルの各氏に師事。
ミュンヘン国際コンクール第２位、カザルス国際コンクール第１位。インディアナ大学教授、
桐朋学園大学学長を歴任。サントリーホール館長、日本芸術院会員。平成13年より霧島国際
音楽祭音楽監督を務める。

きりしまと私

おじゃんせ霧島大使

霧島国際音楽祭会場のみやまコンセール

４月17日にオープンした和食とイタリアンのお店です。市場直送の魚や新鮮な魚介
類を全国から取り寄せ、大衆和食イタリアンをご提供いたします。お通しは北海道
産ズワイガニ。お刺身原価盛りは500円。コースは２時間飲み放題込みで3,500円
から。店内は全40席の広々空間。明るい雰囲気で各種宴会やパーティーにもお勧
めです。夏のビアガーデンも準備中。当日のご予約もお気軽にご相談ください。

お魚パーラーＣ
チェントロ

ＥＮＴＲＯのお食事券（2,000円分）を１５人にプレゼント

営業時間／17：00～24：00　定休日／不定休国分中央3-24-26　☎（46）8089

中とじのクーポンも
ご利用ください。

お魚パーラーＣ
チェントロ
ＥＮＴＲＯ

いつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

お魚パーラー 検索

◎�お便りをくださった方の中から「お魚パーラー CENTRO（チェントロ）のお食事券（2,000円
分）」を15人の方にプレゼント。応募締め切りは７月21日（金）当日消印有効です。※当選の
発表は、賞品の発送を持ってかえさせていただきます。

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

© 鍋島 徳恭

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

https://www.facebook.com/kirishimacityofficial/
霧島市公式フェイスブック
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